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研究シーズ 
鹿児島高専では「地域に技術で貢献」できることを目指して日々の研究活動を推進しています。開校以

来、長年培い、育んできた有形、無形の研究成果が数多く存在します。ここでは、それらをベースにした
鹿児島高専の研究シーズを紹介します。研究シーズが糸口となり、地域社会、地域経済界との協力関係が
更に強まり、鹿児島高専の研究成果が有効に活用されることを念願しています。 

テーマ 氏名 頁 

一般教育科 

太陽活動の地球磁気圏・電離圏への影響調査 池田 昭大 1 

竹炭等の自然物を利用した河川等の水質浄化 大竹 孝明 2 

総合型地域スポーツクラブをベースにした生涯スポーツ社会の充実 北薗 裕一 3 

社員の英語指導（英検、TOEIC、海外派遣事前研修等）の支援 嵯峨原 昭次 4 

宇宙天気予報(宇宙電磁環境) と 地磁気観測 篠原 学 5 

位相空間論（General Topology） 嶋根 紀仁 6 

問題解決のための戦略（Strategies of Problem-Solving） 白坂 繁 7 

文章作法及び日本語表現 田中 智樹 8 

スポーツクラブの経営戦略に関する研究（地域・トップレベルスポーツクラブ） 堂園 一 9 

太陽紫外線の地上観測 野澤 宏大 10 

自転車発電・太陽光発電によるエネルギー教育 野澤 宏大 11 

偏微分方程式論 拜田 稔 12 

電子化された教材資料とコミュニケーション授業 保坂 直之 13 

鹿児島県の民俗文化に関する研究 町 泰樹 14 

多変量解析を用いたテキスト分析 松田 信彦 15 

機械工学科 

水素エネルギー発生原理の解明とエネルギー問題の本質についての調査研究 小田原 悟 16 

マイクロ水力発電に適用する水車の開発 椎 保幸 17 

位置決め装置の高速高精度化に関する実用的な制御技術 白石 貴行 18 

可視化情報システムを用いた流れの可視化(２円管から流出する脈動噴流) 田畑 隆英 19 

ＦＥＭを用いた構造解析 塚本 公秀 20 

新機能性材料の創成と特性評価 徳永 仁夫 21 

高速度加工機を用いた塑性加工技術の開発 南金山 裕弘 22 

Mg合金を用いた超音波接合継手の接合性評価 東 雄一 23 

自然対流の伝熱促進技術 三角 利之 24 

メカトロニクス機器の高速位置決め制御 渡辺 創 25 

電気電子工学科 

ソフトウエア無線技術 井手 輝二 26 

視野拡大リハビリ支援ソフトの開発 今村 成明 27 

多元素組成薄膜の作製プロセスに関する研究 奥 高洋 28 

絶縁耐圧試験用電源の開発 樫根 健史 29 

ACサーボドライブシステムの設計 逆瀬川 栄一 30 

細胞分別・操作用バイオＭＥＭＳの開発 須田 隆夫 31 

半導体工学・集積回路製造技術の教育 須田 隆夫 32 

簡単電子工作、組み込みマイコン教育用の教材開発 須田 隆夫 33 

予防保全技術『油中部分放電検出に関する研究』 中村 格 34 

ものづくり講座・電力教室の企画および実施 中村 格 35 

LED応用照明器具のEMC特性と電気特性の測定 枦 健一 36 

螺旋交叉遺伝的プログラミングを用いた画像フィルタ設計 前薗 正宜 37 



テーマ 氏名 頁 
   

電子制御工学科 
  

環境磁気雑音の特性把握と低減技術に関する研究 鎌田 清孝 38 

ファジィ・ニューラルネットワークによる制御ルールの開発 岸田 一也 39 

光学ガラスＢＫ７の精密加工 小原 裕也 40 

ＣＡＥを用いた製品設計 島名 賢児 41 

エンドミル加工における加工精度の向上 島名 賢児 42 

トルクユニットで駆動する回転リンク系の姿勢制御による研究 瀬戸山 康之 43 

多層型透明導電膜に関する研究 新田 敦司 44 

インクジェット法を用いた透明導電膜に関する研究 新田 敦司 45 

画像認識を用いた研究開発 福添 孝明 46 

衛星画像を用いた研究 宮田 千加良 47 

振動特性に関する研究 宮田 千加良 48 

表計算ソフトを用いた電動機駆動制御シミュレーション 室屋 光宏 49 

工作機械の加工状態監視と制御 吉満 真一 50 
   

情報工学科 
  

ネットワークの利便性向上を助ける技術 入江 智和 51 

床下検査ロボットの開発  演奏ロボットの開発 幸田 晃 52 

遠隔コミュニケーション支援のためのヒューマンインタラクション解析 新徳 健 53 

オブジェクト共有空間を用いた分散並列処理システム 武田 和大 54 

気象環境モニタリングのための情報ネットワークシステム 武田 和大 55 

生体磁気刺激に関する研究 玉利 陽三 56 

集団的トレース仕様からのソースコード合成 堂込 一秀 57 

各種センサー応用に関する研究 豊平 隆之 58 

ニューラルネットワークを用いた研究 濱川 恭央 59 

波形解析に関する研究 濱川 恭央 60 

分散並列処理のためのオブジェクト共有空間の拡張 原 崇 61 

画像処理および画像認識に関する研究 古川 翔大 62 
   

都市環境デザイン工学科 
  

火山性骨材のコンクリートへの有効利用 池田 正利 63 

複素応力関数を用いた二重連結領域の力学解析 堤 隆 64 

有機性廃棄物(焼酎粕）の高度資源化技術の開発(その1) 山内 正仁 65 

有機性廃棄物(焼酎蒸留粕）の高度資源化技術の開発 （その２） 山内 正仁 66 

未利用資源を活用した高性能建設材料の開発 山田 宏 67 

各種廃水からの微生物によるエネルギー回収技術の開発 山田 真義 68 
   

技術室 
  

技術室職員の専門技術分野と研究 山下 俊一（代表） 69 

金属材料強度試験 原田 正和・油田 功二 70 

機械の分解組み立てを通してのものづくり基礎教育に関する研究 上野 孝行 71 

再生可能エネルギーの電気的利用に関する研究 永田 亮一 72 

機械加工における高品位な加工面を得るための加工法の検討 原田 正和 73 

スラット両面の特性を活用した省エネ対応のブラインド 原田 正和 74 

地域のシラスを活かした混合セメントの開発 福永 隆之 75 

CAEを用いた工作機械の解析 松尾 征一郎 76 

工作機械の熱変位補正制御に関する研究 山下 俊一 77 
   

共同研究・寄附金申込の流れ 
 

78 

 



クリックして， 画像ファイル 
（ jpeg，gif，png，tiff 形式 ） を 

挿入できます 

技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

太陽活動の地球磁気圏・電離圏への影響調査 

太陽風、磁気圏、電離圏、宇宙天気、地上磁場、シューマン共振 

・磁気圏内の電磁波動現象の磁場・電場変動調査 
・シューマン共振と太陽活動（太陽フレア等）の関連調査 

・地上磁場観測、電離圏レーダー観測 

・地上磁場観測装置、短波レーダー、PC（科学データ解析用として） 

     所 属 学 科 ： 一般教育科（物理） 
氏 名 ： 池田 昭大 Ikeda Akihiro 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9053 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： a-ikeda@kagoshima-ct.ac.jp

 
職  名  ： 講師 

Ｆ Ａ Ｘ ： (0995)42-9053 （写真） 

所 属 学 会 ： 地球電磁気・地球惑星圏学会、日本大気電気学会、米国地球物理学連合 
研究分野（専門分野）： 超高層大気物理学 

研究概要 

企業メリット  ・磁場・電場変動の調査 

キーワード 

主要な研究テーマ 
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主要な研究テーマ 

社員の英語指導（英検、TOEIC、海外派遣事前研修等）の支援 

研究概要 

米国カンザス大学大学院での修士論文のタイトルは"A STUDY OF ERRORS AND THEIR CORRECTION AND 
AVOIDANCE WITH RESPECT TO THE TEACHING OF ENGLISH PRONUNCIATION IN JAPAN"(日本人に英語発 
音を教える上での日本人の英語発音の間違いとその矯正法と予防法の研究）となっており、その後も、日本人の英 
語発音の問題点や効果的な英語発音教授法を研究してきた。現在の取組は、東京の英語発音専門学校である 
『ハミング発音スクール』から特別に許可をもらい、『ハミング８メソッド』という発音教授法を利用して鹿児島高専の 
LL 授業で発音の指導をしていることである。平成 18 年度に初めて導入して今年度で 13 年目に入るが、かなりの成 
果をあげている。高専入学時、日本語的な英語発音であった学生がステップごとの指導で 1 年後にはアメリカ人並 
みの発音を習得するまでに至っている。ハミング８メソッドとは？  ステップ１：音のエネルギー（英語用の発声トレー 
ニング）  ステップ２：音のための筋肉（英語用の筋肉トレーニング）  ステップ３：音の形（英語用の口舌１０パター 
ン）  ステップ４：音のもと（英語版のあいうえお（個々の音））  ステップ５：音の動き（目に見えるアクセント（単語）） 
ステップ６：音の流れ（目に見えるイントネーション（文章）  ステップ７：音の変化（聞こえたままの発音記号（繋が 
る、消える、弱くなる音））  ステップ８：音の強弱（目に見える強弱（リズム） これらのステップに従って訓練してい 
くと、響きのある聞きやすい発音ができ、自信をもって英語が話せるようになる。単に口や舌の動きを真似するので 
はなく、英語を話すのに必要な呼吸法や筋肉トレーニングを基礎とし、ステップ 1～８まで段階的に積み上げていく 
英語発音教授法である。 

・社員の海外派遣事前研修（英語発音、英会話） 
企業メリット ・英検，TOEIC などの補講・受験指導 

キーワード 英語発音、ハミング８メソッド、LL 授業 

１．日本人の英語発音の誤り分析と矯正法  ２．ハミング８メソッドを利用しての英 
語発音教授法  ３．Listening, Speaking, Writing, Reading の指導法  ４．LL 授業の
方 法 

技術相談に応じられる分野 

英語教育 

利用可能な装置等 

パソコン，LL 教室 

所属学科 ：一般教育科英語 

職  名 ：教授 嵯峨原  昭次  Sagahara Shoji 
TEL&FAX (0995) 42-9062 
E-mail sagahara＠kagoshima-ct.ac.jp 
所属学会 ：全国高等専門学校英語教育学会（COCET)、語学教育研究所（語研） 
研究分野（専門分野）：英語教育 

技術シーズ 
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（写真） 

 
クリックして， 画像ファイル 

（ jpeg，gif，png，tiff 形式 ） を 

挿入できます 

技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

多変量解析を用いたテキスト分析 
 

 

多変量解析、クラスター分析、テキストマイニング、日本神話、日本書紀、上代文学 
 

・多変量解析を用いた日本書紀の編纂 
・テキストマイニングに基づく文献の性格分類 

 

・日本神話、古典文学（特に上代）、テキスト分析 

 

・なし 
 

 
 
 
 
所 属 学 科 ： 一般教育科  

 
 
職  名  ： 教授 

氏 名 ： 松田 信彦 Matsuda Nobuhiko 
 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9042 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： n-matuda@kagoshima-ct.ac.jp

 

Ｆ Ａ Ｘ ： (0995)42-9042
 所 属 学 会 ： 古事記学会、上代文学会、風土記研究会、國學院大學国文学会 

研究分野（専門分野）： 日本神話、上代文学 

研究概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
企業メリット 

キーワード 

主要な研究テーマ 
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（写真） 

クリックして， 画像ファイル 
（ jpeg，gif，png，tiff 形式 ） を 
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技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

水素エネルギー発生原理の解明と エネルギー問題
の本質についての調査研究 

水素エネルギー，エネルギー問題，水燃料自動車 

・特殊な水素ガスの発生技術の研究 
・エネルギー問題の本質を追及し，世界経済や地球の真の歴史や文化を深く理解する 

・機械設計の基本となる材料力学や機械振動の診断技術などについて 
・水素エネルギー利用技術・エネルギー問題の真実について世界の権力構造なども含めて多方面に渡る視点から議論しましょう． 

本校実験室等にある下記機器を基本的には存分に使用されて一向に構いません．ただし，測定したデータの一部は学会等で公表すること がある
ことを予め理解していてください．御社にとって新たなビジネスに繋がりそうな機器を有効活用して下さると嬉しいです． 

・風力発電装置，水循環装置，機械力学実験教材 強制振動実験装置と回転体の危険速度実験装置，水素製造燃料 
電池システム，オオマサガス発生装置，ガス流量計 

 
所 属 学 科 ： 機械工学科  

職  名  ： 准教授 
氏 名 ： 小田原 悟 Satoru ODAHARA 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9107 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： sodahara@kagoshima-ct.ac.jp 
所 属 学 会 ： 日本機械学会 研究分野（専門
分野）： 機械力学 

Ｆ Ａ Ｘ ： 0995-43-2584 

研究概要 

数年先を見越した技術開発に共に取り組みましょう．企業人は目先の利益追求に汲々として物事の奥に潜む真実を見る力が不足してはいません 
企業メリット か．新エネルギーとは太陽光や風力や地熱等だけですか？真に我々にとって有効なエネルギー源があるのですが，なぜ，それが巷でほとんど注目さ 

れず未だに普及しないのでしょうか？ある物理学者は空間にはエネルギーが満ちていると明言しています． 

水素エネルギーの発生原理について調査し，物質の本質について追及する．また，エネルギー問題が解決に至らない理由やその 
本質的な内容について政治経済や世界情勢も交えて議論しましょう． 

キーワード 

主要な研究テーマ 
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所属学科　　：機械工学科 職　名　　　　教授
氏　名：塚本　公秀　Tsukamoto Kimihide
TEL           ： 0995 42-9106
E-mail　　　  ：tsuka@kagoshima-ct.ac.jp
所属学会　　：　日本工学教育協会(事業企画委員)　機械学会　実験力学会　高専学会

                     　韓国工学教育学会研究分野（専門分野）： ものづくり教材開発・機械加工　

Solid Works, ひずみ測定器,

ＦＥＭを用いた構造解析

ＣＡＥ　ＦＥＭ解析 工学教材開発

構造解析（静解析），研削加工

ＦＥＭを用いた構造解析・振動解析
教材開発（開発教材を概要欄に掲載しました）

             製品モデル製作前に
　　　　　　   　　　構造解析を行って設計の短縮
　　　　　　　   　　３Ｄモデラーを用いて製作したモデルを用いた強度実験(静的強度)

技術シーズ

研究概要

技術相談に応じられる分野

利用可能な装置等

キーワード

主要な研究テーマ

企業メリット
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クリックして， 画像ファイル 
（ jpeg，gif，png，tiff 形式 ） を 

挿入できます 

技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

新機能性材料の創成と特性評価 

形状記憶合金，マルテンサイト変態，機能性材料 

・高温駆動型形状記憶合金の開発 
・ガスアトマイズ法，放電プラズマ焼結法による金属基複合材料の開発 

・材料の機械的性質評価，材料の熱的性質評価 

・示差走査熱量測定装置，引張圧縮支援装置，硬度試験機，疲労試験機，密度測定装置，電気炉 

 
所 属 学 科 ： 機械工学科  

職  名  ： 准教授 
氏 名 ： 徳永 仁夫 Tokunaga Hitoo 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9100 Ｆ Ａ Ｘ ： 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： h-tokunaga@kagoshima-ct.ac.jp 
所 属 学 会 ： 機械学会、金属学会，材料学会，形状記憶合金協会 
研究分野（専門分野）： 材料学、材料強度学，材料組織学 

研究概要 

企業メリット  ・材料開発，材料特性評価，真生来評価 

キーワード 

主要な研究テーマ 
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Mg 合金を用いた超音波接合継手の接合性評価 

マグネシウム，LPSO 相，溶接・接合，CAE，構造解析，シミュレーション 

LPSO型 Mg合金を用いた超音波接合継手の接合性評
価 有限要素法を用いた超音波接合継手の強度評価 

観察試料作製方法，SEM観察，CAE 

精密切断機（アイソメット LS），自動研磨装置（オートメット２），真空ポンプ，デシケータ，PCなど 

所 属 学 科 ： 機械工学科 
氏 名 ： 東 雄一 Higashi Yuichi 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9103 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： higashi@kagoshima-ct.ac.jp 

職  名  ： 准教授 

Ｆ Ａ Ｘ ： (0995)42-9103 

所 属 学 会 ： 日本金属学会、日本機械学会、溶接学会 
研究分野（専門分野）： 溶接・接合、CAE（構造解析） 

利用可能な装置等 

技術相談に応じられる分野 

研究概要 

企業メリット 

キーワード 

主要な研究テーマ 
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ＣＡＥを用いた製品設計 

ＣＡＥ、応力解析 

・ＣＡＥによる製品設計に関する研究

・エンドミル加工における加工誤差の推定

・機械加工学

・CAD/CAM/CAEソフト（SolidWorks）

所 属 学 科： 電子制御工学科 
氏 名 ： 島名  賢児  Shimana Kenji 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9083 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： shimana＠kagoshima-ct.ac.jp 

職  名  ： 教 授 

Ｆ  Ａ  Ｘ ： 

所 属 学 会： 精密工学会、日本機械学会、日本工学教育協会 
研究分野（専門分野）： 機械加工学 

研究概要 

企業メリット   ･３Ｄ-CADデータの作成 ・製品開発の高能率・低コスト化 
・３Ｄ-CADデータからCAMデータへの変換

技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

キーワード

主要な研究テーマ 
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（写真） 

クリックして， 画像ファイル
（ jpeg，gif，png，tiff形式 ） を 

挿入できます 

エンドミル加工における加工精度の向上

切削抵抗、加工精度、エンドミル加工 

・CAEによる製品設計

・エンドミル加工における加工誤差補正

・機械加工学

・切削動力計（Kistler 9129AA）

所 属 学 科： 電子制御工学科 
氏 名 ： 島名 賢児 Shimana Kenji 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9083 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： shimana@kagoshima-ct.ac.jp 

職  名  ： 教 授 

Ｆ  Ａ  Ｘ ： 

所 属 学 会： 精密工学会、日本機械学会、日本工学教育協会 

研究分野（専門分野）： 機械加工学 

研究概要 

企業メリット  ・切削力の測定 ・加工精度の向上

技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

キーワード

主要な研究テーマ 
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（ jpeg，gif，png，tiff形式 ） を 

挿入できます 

トルクユニットで駆動する回転リンク系の
姿勢制御に関する研究 

モーションコントロール，姿勢制御，リアクションホイール，トルクユニット

・トルクユニットマニピュレータの姿勢制御法の検討

・制御工学 ロボット工学

・特になし

所 属 学 科 ： 電子制御工学科 職  名  ： 助 教 
氏 名 ： 瀬戸山 康之 Setoyama Yasuyuki 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9077 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： setoyama@kagoshima-ct.ac.jp 

Ｆ  Ａ  Ｘ ： 

所 属 学 会： 日本機械学会、日本ロボット学会 
研究分野（専門分野）： 機械制御，メカトロニクス 

研究概要 

企業メリット 

技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

キーワード

主要な研究テーマ 
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（写真） 
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（ jpeg，gif，png，tiff 形式 ） を 
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技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

多層型透明導電膜に関する研究 

インクジェット法、透明導電膜、薄膜、フレキシブルデバイス 

・有機透明導電膜に関する研究 
・フレキシブルデバイスに関する研究 
・科学教育に関する研究 

・薄膜作成に関する分野、電子材料に関する分野、フレキシブルデバイスに関する分野 

・薄膜製造装置、UV オゾン洗浄改質実験装置、卓上型電子顕微鏡(TM-3030)、分光光度計(U-3900) 

所 属 学 科 ： 電子制御工学科 
氏 名 ： 新田 敦司 Nitta  Atsushi 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9068 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： nitta@kagoshima-ct.ac.jp

職  名  ： 教授 

Ｆ Ａ Ｘ ： 

所 属 学 会 ： 応用物理学会、電子情報通信学会、E-MRS、日本真空学会 
研究分野（専門分野）： 電子デバイス、電子物性、電子材料 

研究概要 

企業メリット 
・フレキシブルデバイス開発に関する助言 
・薄膜作成に関する助言 

キーワード 

主要な研究テーマ 
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技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

インクジェット法を用いた透明導電膜に関する研究 

インクジェット法、透明導電膜、薄膜、フレキシブルデバイス 

・有機透明導電膜に関する研究 
・フレキシブルデバイスに関する研究 
・科学教育に関する研究 

・薄膜作成に関する分野、電子材料に関する分野、フレキシブルデバイスに関する分野 

・薄膜製造装置、UV オゾン洗浄改質実験装置、卓上型電子顕微鏡(TM-3030)、分光光度計(U-3900) 

所 属 学 科 ： 電子制御工学科 
氏 名 ： 新田 敦司 Nitta  Atsushi 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9068 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： nitta@kagoshima-ct.ac.jp

職  名  ： 教授 

Ｆ Ａ Ｘ ： 

所 属 学 会 ： 応用物理学会、電子情報通信学会、E-MRS、日本真空学会 
研究分野（専門分野）： 電子デバイス、電子物性、電子材料 

研究概要 

企業メリット 
・フレキシブルデバイス開発に関する助言 
・薄膜作成に関する助言 

キーワード 

主要な研究テーマ 
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表計算ソフトを用いた電動機駆動制御シミュレーション 

表計算ソフト、プログラマブルコントローラー(PLC) 

・表計算ソフト活用技術

・メカトロニクス導入教育

・電気一般

・メカトロニクス実習装置

所 属 学 科 ： 電子制御工学科 職  名  ： 教 授 
氏 名 ： 室屋 光宏 Muroya   Mitsuhiro 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9087 
Ｅ- ｍ ａ ｉ ｌ ：muroya@kagoshima-ct.ac.jp 

所 属 学 会： 電気学会 

Ｆ  Ａ  Ｘ  ： (0995)42-9087 

研究分野（専門分野）： パワーエレクトロニクス 

研究概要 

企業メリット  ・表計算ソフトの活用法

技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

キーワード

主要な研究テーマ 
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技術相談に応じられる分

野

ネットワークの利便性向上を助ける技術

計算機ネットワーク、TCP/IP、DHCP、wDHCP、（情報源符号化,論理演算三角法） 

・既知の優先順位に基づいたアドレス割当制御を実現するDHCP拡張の提案

・論理演算三角法とそのデータ圧縮への応用に関する研究

・ネットワークの構築・運用, プロトコルの提案・検証・実証実験

・FPGAによる符号器・復号器の実装

・一般的なＰＣ

所 属 学 科： 情報工学科 
氏 名 ： 入江  智和  Irie Tomokazu 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9099 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： irie＠kagoshima-ct.ac.jp 

職  名  ： 准教授 

Ｆ  Ａ  Ｘ ： (0995)42-9035 

所 属 学 会： 電子情報通信学会、IEEE ComSoc、情報処理学会 
研究分野（専門分野）： 計算機ネットワーク, 情報源符号化 

利用可能な装置等 

研究概要 

・ネットワーク管理者にとってのアクセスコントロールリスト最適化による負担軽減
・ネットワーク利用者にとっての既接続コネクションの継続利用による利便性向上

キーワード

主要な研究テーマ 

企業メリット
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生体磁気刺激に関する研究 

磁気刺激、神経刺激、刺激電流の局在化、磁気刺激コイル 

・生体磁気刺激の局在性向上に関する研究
・生体磁気刺激における刺激電流制御に関する研究

・Brain-Machine Interfaceに関する研究

・生体磁気に関する分野

・電力増幅器、信号発生器（任意波形発生可能）、差動増幅器、インキュベータ、簡易脳波計、ETロボコンレプリカコース

所 属 学 科： 情報工学科 
氏 名 ： 玉利  陽三 Tamari Yozo 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9098 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： tamari@kagoshima-ct.ac.jp 
所 属 学 会： 電気学会 
研究分野（専門分野）： 生体工学 

職  名  ： 教 授 

Ｆ  Ａ  Ｘ ： (0995)42-9035 

研究概要 

企業メリット  ・モデルによる電界シミュレーション、測定

技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

キーワード

主要な研究テーマ 
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ニューラルネットワークを用いた研究 

 

ニューロン、積結合、ニューラルネットワーク、連想記憶、BP 法、

CNN 

・脳波、脈波、骨伝導などの波形の解析 
・ATM 交換機、WDM-LAN の研究、IPv6 などを用いた次世代ネットワークの研究 
・ニューラルネットワークを用いた研究 

・量子力学、カオス解析、次世代インターネット、ニューラルネットワーク、連想記憶 

所 属 学 科 ： 情報工学科 
氏  名 ： 濱川  恭央  Hamakawa Yasuo 
Ｔ Ｅ  Ｌ ： (0995)42-9091 
Ｅ － ｍ ａ ｉ ｌ ： hamakawa＠kagoshima-ct.ac.jp 
所 属 学 会 ： 電子情報通信学会 

職 名 ： 教授 

Ｆ Ａ Ｘ ： (0995)42-9035（学科共通） 

研究分野（専門分野）：  ニューラルネットワーク、連想記憶、波形解析 

利用可能な装置等 

技術相談に応じられる分野 

主要な研究テーマ 

研究概 

ニューラルネットワー 

・  人間の脳の情報処理方式をモデル化したニューロンネットワーク。 

・  学習能力、汎化能力に優れており、その応用分野は広い。 

連想記憶 

・  積結合モデルを用いた連想記憶の可能性と、そのシミュレーションを行っている。 

・  如何に多くのデータを記憶するかについて研究している。 
・  記憶するパターンと、記憶するモデルとの関係について研究している。 

x1 (t) 
v1 j

･ v1N x(t +1) 積結合モデルは、内部ポテンシャルに積の 
x j (t) u(t) h 項の線形和を含んでいる。 

結合荷重数の増加により，記憶できるパター 
･ v ン数の増加等が期待できる． 

jN

xN (t) 積結合のニューロンモデル 

BP 法 ・  BP 法を用い、白黒画像の自動カラー化を行っている。 
・  カラー化する対象物を決定することにより、特化型ニューラルネットワークを作成し、 

グレースケールデータのカラー化に成功している。 

CNN 
・  CNN（畳み込みニューラルネットワーク）を用いた、白黒画像の自動カラー化を研究している。 
・  CNN を用いた、手書き文字認識を研究している。
・  CNN を用いた、超解像の作成について研究している。

企業メリット ・数学、物性からの理論支援 

キーワード 
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技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

主要な研究テーマ 

波形解析に関する研究 

波形解析、FFT 解析、カオス解析、アトラクタ、ウェーブレット解析 

・脳波、脈波、骨伝導などの波形の解析 
・ATM 交換機、WDM-LAN の研究、IPv6 などを用いた次世代ネットワークの研究 
・ニューラルネットワークを用いた研究 

・量子力学、カオス解析、次世代インターネット、ニューラルネットワーク、連想記憶 

所 属 学 科 ： 情報工学科 
氏  名 ： 濱川  恭央  Hamakawa Yasuo 
Ｔ Ｅ  Ｌ ： (0995)42-9091 
Ｅ － ｍ ａ ｉ ｌ ： hamakawa＠kagoshima-ct.ac.jp 
所 属 学 会 ： 電子情報通信学会 

職 名 ： 教授 

Ｆ Ａ Ｘ ： (0995)42-9035（学科共通） 

研究分野（専門分野）：  ニューラルネットワーク、連想記憶、波形解析 

利用可能な装置等 

技術相談に応じられる分野 

主要な研究テーマ 

リ
ア
プ
ノ
フ
指
数

 

研究概 

波形解析 
通信データ、非破壊検査、魚群探知機、脳波、脈波などは波形解析により、対象物を解析しており、病 

巣の発見、体調、血管年齢、体温、嘘発見器などにも利用され、その応用は多くの可能性を秘めている。 
現在、脈波をカオス解析により数値化し、体調の判別を試みたり、音楽を同様に数値化し、曲のジャン 

ル分けが可能となっている。また骨伝導の有用性も調べている。 

解析結果 
解析データ 

脈波 データ 
通常状態 体調悪い 

○カオス解析
音声 データ ○ウェーブレット解析

14 ヘビーメタル
j pop 

演歌

10 
童謡 クラシック 

音楽 データ 8 脈波 

6 

4 

2 

0 

企業メリット ・数学、物性からの理論支援 

キーワード 
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画像処理および画像認識に関する研究 

画像・信号処理，コンピュータビジョン，パターン認識，医用画像 

・デジタル画像中のヘイズ除去 
・眼底動画像解析による脳内血管の動脈硬化予測 

・眼球の硝子体混濁度の評価 

・画像処理アルゴリズム 
・データ解析 

所 属 学 科 ： 情報工学科 職  名  ： 助 教 
氏 名 ： 古川 翔大 Furukawa Shota 
Ｔ Ｅ Ｌ ：  (0995)42-9095 
Ｅ - ｍ ａ ｉ  ｌ  ： furukawa@kagoshima-ct.ac.jp 

所 属 学 会： 電子情報通信学会 

Ｆ  Ａ  Ｘ  ： (0995)42-9035 

研究分野（専門分野）： 画像処理,パターン認識 

研究概要 

企業メリット  ・画像処理および画像認識に関する研究 

技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

キーワード 

主要な研究テーマ 
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技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

未利用資源を活用した高性能建設材料の開発 

骨材、木質バイオマス、火山砕屑物、耐久性、乾燥収縮、補修・補強材料 

・骨材の長さ変化特性のひずみゲージによる評価 
・木質バイオマスを利用したポーラス材料の開発 
・火山砕屑物を利用した耐硫酸性材料の開発など 

・骨材、耐久性、乾燥収縮、維持管理、廃棄物利用など 

・万能試験機、データロガーなど 

所 属 学 科 ： 都市環境デザイン工学科 
氏 名 ： 山田 宏 Yamada Hiroshi 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9121 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： h-yamada@kagoshima-ct.ac.jp

職  名  ： 准教授 

Ｆ Ａ Ｘ ： （写真） 

所 属 学 会 ： 土木学会、コンクリート工学会、材料学会 
研究分野（専門分野）： コンクリート工学、維持管理工学、建設材料学 

研究概要 

・未利用資源の活用 
企業メリット  ・新たな骨材資源の評価 

・コンクリート構造物の維持管理など 

キーワード 

主要な研究テーマ 
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（写真） 

クリックして， 画像ファイル
（ jpeg，gif，png，tiff形式 ） を 

挿入できます 

各種廃水からの微生物によるエネルギー回収技術の開発 

メタン発酵、環境微生物、下排水処理、エネルギー回収、廃棄物、省エネルギー

・各種有機性廃水を対象とした高温、中温、低温メタン発酵特性

・メタン発酵のランニングコスト低減化技術の開発

・有用微生物の探索と分離・同定など

・排水処理技術（省エネルギー、創エネルギー）、水質分析方法、メタン発酵の運転方法など

・TCDガスクロ（バイオガス組成分析）・FIDガスクロ（有機酸分析）・多項目水質分析計（HACH）

所 属 学 科 ： 都市環境デザイン工学科 職  名 ： 准 教 授
氏 名 ： 山田 真義 YAMADA Masayoshi
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9123 Ｆ Ａ  Ｘ  ： (0995)42-9123
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： m-yamada＠kagoshima-ct.ac.jp
所 属 学 会： 日本水環境学会、土木学会、日本きのこ学会

研究分野（専門分野）： 環境衛生工学、廃棄物工学

研究概要 

企業メリット  
・工場等から排出される有機性廃水のメタン生成活性評価
・各種水質分析など

技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

キーワード

主要な研究テーマ 
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クリックして， 画像ファイル 
（ jpeg，gif，png，tiff 形式 ） を 

挿入できます 

技術室職員の専門技術分野と研究 

機械加工，NC 加工，レーザ加工，溶接，金属材料実験，シーケンス制御，マイコン制御， ロボッ
ト制御，三次元測定，電気計測，信号解析，コンクリート，土質，測量 

・ 工作機械の熱変位に関する研究 ・ 焼酎蒸留粕の再利用に関する研究 
・ 異種材の共削り加工に関する研究・ ものづくり教育に関する研究 
・ 次世代エネルギーに関する研究 ・ シラス混合セメントに関する研究 

 
機械加工技術，機械測定技術，制御技術（シーケンス制御・マイコン制御），電気計測技術，プログラミン グ，

コンクリートの各種試験，土木材料の各種試験，測量 

 
CＮＣ工作機械（レーザ加工機・マシニングセンタ(3 軸・5 軸)・ワイヤカット・旋盤），溶接機，三次元測定機， 
三次元プリンタ，ロボット，ＰＬＣ,電気計測装置，信号解析装置，非破壊試験装置，万能試験機，光波測距儀 

所 属 学 科 ： 技術室（15 名） 職  名  ： 技術職員 
氏 名 ： 代表  (技術長：山下  俊一 Yamashita  Shunichi) 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9024 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： gijutsu＠kagoshima-ct.ac.jp 

Ｆ Ａ Ｘ ： (0995)42-9034 
（写真） 

所 属 学 会 ： 日本工学教育協会、電気学会、精密工学会、土木学会、コンクリート工学会 
研究分野（専門分野）： 工学 

利用可能な装置等 

技術相談に応じられる分野 

研究概要 

企業メリット 
・専門技術に関する技術相談 
・各種公開講座 

キーワード 

主要な研究テーマ 
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クリックして， 画像ファイル 
（ jpeg，gif，png，tiff 形式 ） を 

挿入できます 

技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

キーワード 

金属材料強度試験 

金属引張試験、金属曲げ試験、金属材料受託試験 

金属材料強度試験 

YU-2000(東京試験機製) 、AC-1000(東京試験機製) 、SⅢ型動力計(東京試験機製) 

所 属 学 科 ： 技術室 職  名  ： 
氏 名 ： 原田 正和 Harada Masakazu 、上野 孝行 Ueno Takayuki 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9025 Ｆ Ａ Ｘ ： (0995)42-9034 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： m_harada@kagoshima-ct.ac.jp 、ueno@kagoshima-ct.ac.jp
所 属 学 会 ： 精密工学会、日本工学教育協会 
研究分野（専門分野）： 

（写真） 

主要な研究テーマ 

研究概要 

企業メリット 
・迅速な対応 
・公的機関による公正な試験結果 

-70-
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クリックして， 画像ファイル
（ jpeg，gif，png，tiff形式 ） を 

挿入できます 

再生可能エネルギの電気的利用に関する研究 

ワイヤレス給電，高周波，再生可能エネルギー，公開講座

・ワイヤレス給電（共鳴型）

・環境発電（Energy Harvesting，小水力発電・太陽光）

・無線給電技術（高周波回路，磁気）
・環境発電（Energy Harvesting，小水力発電，太陽光発電）

・計測装置（エネルギー，EMC）等
・信号発生器

所 属 学 科 ： 技術室 職  名  ： 技術専門職員 
氏 名 ： 永田 亮一 NAGATA Ryouichi 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9029 
Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ： nagata@kagoshima-ct.ac.jp 

所 属 学 会： 電気学会 

Ｆ  Ａ  Ｘ  ： (0995)42-9034 

研究分野（専門分野）： 電気エネルギ工学（無線給電・環境発電） 

研究概要 

企業メリット  ・企業メリット(3行まで表示可能)

技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

キーワード

主要な研究テーマ 
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（写真） 

クリックして， 画像ファイル 
（ jpeg，gif，png，tiff 形式 ） を 

挿入できます 

技術相談に応じられる分野 

機械加工における高品位加工面を得るための加工法の検討 

ワイヤ放電加工，旋盤，マシニングセンタ，加工硬化層，バリ，共削り，穴開け 

・ワイヤ放電加工における高品位な加工面を得るための加工法の検討 
・非鉄金属の二次元切削における加工硬化層の研究 
・共削り加工における加工面品位に関する研究 

機械加工、ワイヤ放電加工 

 
旋盤、ワイヤ放電加工機、マシニングセンタ、投影機 マイク
ロビッカース硬さ試験機、切削動力計、表面粗さ測定機 

所 属 学 科 ： 技術室 
氏 名 ： 原田 正和 Harada Masakazu 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9025 

Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： m_harada＠kagoshima-ct.ac.jp 
所 属 学 会 ： 精密工学会 研究分野（専門
分野）： 機械加工 

職  名  ： 技術専門員 

Ｆ Ａ Ｘ ： (0995)42-9034 

利用可能な装置等 

研究概要 

企業メリット  ・機械加工の高品位化 

キーワード 

主要な研究テーマ 
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技術専門職員
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（写真） 

クリックして， 画像ファイル 
（ jpeg，gif，png，tiff 形式 ） を 

挿入できます 

技術相談に応じられる分野 

利用可能な装置等 

主要な研究テーマ 

工作機械の熱変位補正制御に関する研究 

CNC 制御，温度測定，変位測定 

・ 工作機械の熱変位補正制御システムの開発 

計測技術，オープン CNC 制御システム（ハードウェア・ソフトウェア：C 言語による制御プログラム） 

CＮＣ工作機械，三次元測定機，CNC 制御実験装置 

所 属 学 科 ： 技術室 
氏 名 ： 山下  俊一  Yamashita Shunichi 
Ｔ Ｅ Ｌ ： (0995)42-9024 

Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： shunyama＠kagoshima-ct.ac.jp 
所 属 学 会 ： 精密工学会 研究分野（専門
分野）： 数値制御 

職  名  ： 技術長 

Ｆ Ａ Ｘ ： (0995)42-9034 

研究概要 

企業メリット  ・専門技術に関する技術相談 

キーワード 
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